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64 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
だと思いますので、先生方のお知恵や工夫をお借りす
るのがよいと思います。
　ご質問くださった方は日本の学校での防災につい
てお話しくださいましたが、ご指摘のとおり、日本で
は学校での防災訓練を行っています。私が小学生のこ
ろは、毎年9月1日の始業式に防災訓練をしていまし
た。子どものころは、防災訓練での校長先生のお話の
意味はほとんどわかっていませんでしたが、毎年繰り
返し訓練することで、地震や火事が来たらどのように
逃げるのかということは体で覚えられたような気が
します。このように、繰り返しやってみるという方法
は大切かもしれません。
　また、頭で理解することに関しても、どのようにす
れば伝わりやすいか工夫することは大切です。例え
ば、先ほどの発表や質疑応答でもマンガやアニメを
使って防災について伝えてはどうかという話が出て
います。インドネシアから日本に来た研究者が驚くこ
との一つに、日本では大人も堂々とマンガを読んでい
ることがあるそうですが、日本ではマンガは一つの
媒体としてかなり受け入れられているように思いま
す。インドネシアではマンガは子ども向けの読み物だ
と思われているので、大人向けの防災教育にはあま
り適していないかもしれません。そのかわり、インド
ネシアでは詩や歌を媒体にして災害対応について伝
えることが見られます。このように、何を媒体にする
と人々に伝わりやすいのかは社会によって違うだろ
うと思います。そのため、「地域の知」をうまく掘り起
こして、どのようなものを使ってどのように伝えれば
人々に伝わるかを考えることが大切です。
　昨日のセッションで柳澤雅之さんも指摘していま
したが、その地域に昔からあるものだけが「地域の知」
なのではなく、これから新しく作られるものも「地域
の知」に含まれます。外の世界から持ち込まれたもの
も取り込んで、ただしそれをそのまま取り込むのでは
なく、どのようにすれば地元社会に通用するかを考え
て取り込むことが大切です。これはとても重要な任務
で、さまざまな立場や役割の人たちが協力して進める
必要がありますが、特に子どもたちに伝えるうえでは
先生方の役割が重要だと思います。先生方が積極的に
加わることで、アチェや日本の経験から世界の人々が
学べるものが引き出されることを期待しています。
現在起こっている問題を情報として
整理して共有する仕組みはないか
質問者　鉱業エネルギー局からまいりました。今日の
ご発表は2004年の津波の遺物を記録するというお話
で、過去に起こった津波についての情報を整理するこ
とが中心だったと思います。リアルタイムで起こって
いることがらを短時間に整理して情報として共有で
きる仕組みはないのでしょうか。
山本　今回私がご紹介した津波モバイル博物館のシ
ステムが歴史的な災害の記録を中心にしているとい
うのはその通りです。しかし、過去の災害の記録は過
去だけのものではありません。ご紹介したシステムに
は「博物館」という名前を付けましたが、これは決して、
過去のものを現在の社会の文脈から切り離して、すで
に起こってしまっていまの自分たちと関係ないもの
として捉えているということではありません。
　町全体をオープンなかたちで博物館にするという
ことの意味は、町を現在のかたちで止めてしまうとい
うことではありません。人々が暮らしている文脈のな
かで津波の痕跡が使われており、その使われ方は毎年
変わっていきます。たとえば、津波で打ち上げられた
巨大電力船は、津波の展示会をしたり、募金箱を置い
たり、市場を開いたりと、いろいろなかたちで利用さ
れています。このように、どうやって使われているか
を示すことが主眼にあるため、過去の災害を扱ってい
たとしても、それをピンで留めて標本をつくるという
ような「過去だけ」の記録にするものではありません。
　もう一つは、これから起こる災害をどう扱うのかと
いうご質問ですが、まさにそのことをみなさんとお話
ししたいと思っていました。本日ご紹介した津波モバ
イル博物館は、私たちが開発した災害地域情報マッピ
ング・システムの応用版の一つです。もともとのシス
テムは、毎日の新聞記事を集めて地図上に置いて、過
去24時間以内にどこで災害や事件が起こったかを示
すシステムです。そのシステム自体はインドネシア全
体で通用するように作られていますが、地図などが手
に入らないために現在はアチェだけでしか動いてい
ません。いずれほかの地域とも協力してインドネシア
全体で動くシステムにしていきたいと思っています。
　ご質問にお答えするならば、災害などの情報をリア
ルタイムで捉えて地図上で示すシステムは、今日ご紹
介した津波モバイル博物館と一緒に開発してありま
す。これからみなさんと一緒に、そのシステムで扱う
範囲を広げたり、具体的な使い方を考えたりする方法
を考えていきたいと思っています。
